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お

任
期
満
了
に
と
も
な
う
長
浜
町
議
会

議
員
選
挙
は
、
二
十
七
日
投
票
が
お
こ

な
わ
れ
、
同
日
午
後
八
時
か
ら
開
票
の

結
果
、
九
千
七
十
七
人
が
選
ん
だ
新
し

い
私
た
ち
の
代
表
二
十
人
が
決
ま
り
ま

し
た
。内

訳
は
現
職
十
二
人
、
新
人
七
人
、

元
一
人
。
所
属
別
で
は
、
無
所
属
十
九

番

投

93 

% 

30 

率

百一不

身近な選挙だっただけに開票場には参観人が早くからつめかけ，中には双眼鏡を持ち込

んで票をのぞきこんでいる姿も見られた。

人
、
共
産
党
一
人
。

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
二
十
人
に
た

い
し
て
立
候
補
者
は
二
十
二
人
(
無
所

属
十
九
人
、
共
産
党
一
人
、
社
会
党
一

人
、
公
明
党
一
人
)
で
し
た
が
、
さ
す

が
に
身
近
な
選
挙
だ
け
あ
っ
て
激
戦
。

有
権
者
数
九
千
七
百
七
十
七
人
の
う
ち

投
票
者
数
は
九
千
百
十
六
人
で
、
投
票

率
九
一

A

了
三

O
M
m
(前
回
九
0
・
0
三

勿
)
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
率
で
し

た
Q

な
お
、
開
票
の
結
果
、
無
効
票
一
が

三
十
九
票
あ
り
、
有
効
票
は
九
千
七
十

七
票
で
し
た

Q

新
町
議
の
任
期
は
十
月
八
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
私
た
ち
長
浜
町

内
民
の
願
い
、
業
し
く
住
み
よ
い
町
づ

く
り
、
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
町
?
つ

く
り
、
美
し
い
人
情
と
文
化
の
町
ゃ
つ
く

り
め
ざ
し
て
ま
い
進
し
て
い
た
だ
く
よ

う
共
に
願
う
も
の
で
す
。

各
懐
補
者
得
票(

定
数
二
十
)

当
六
九
四
票

当
五
七
六
票

当
五
三
五
票

当
五
三
二
票

当
五
二
六
票

当
五
一
一
五
票

当
四
一
三
ハ
票

当
四
二
五
票

当
四
一
四
票

当
四

O
一
票

当
三
八
六
察

当
三
七
九
票

当
一
一
一
五
一
票

当
三
四
九
票

当
三
四
八
票

当
三
四
三
票

当
三
二
七
票

当
三
二
七
票

当
三
二
五
票

当
三
一

O
票

次
三

O
O票

二
八
八
票

住

田

和

夫

引

無

現

菊

地

満

男

印

無

現

城
戸
岡
政
男
桁
無
新

浦

田

定

日

無

元

山

本

薫

お

無

新

二
宮
義
徳
川
刊
無
現

大

成

淳

祁

無

現

池

田

登

引

無

現

頼
永
一
夫
打
開
無
新

一
宮
泰
忠
特
無
現

堤

正

和

U

無
現

大

本

春

明

白

無

現

宮

本

数

美

回

無

現

新

盛

巴

日

共

産

新

塚

木

弘

基
mw

無
新

村

本

武

則

臼

無

現

西

宮

正

幸

田

無

新

山

下

清

雄

日

無

現

矢

野

一

男

回

無

現

平

井

豊

秋

田

無

新

小
川
儀
三
郎
制
社
会
現

洲
尾
勝
利
げ
∞
公
明
現
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①
は
生
ま
れ
た
年

②
は
住
所

桜
田
和
夫
①
昭
和
六

年
②
柴
③
農
業
④
町
議
二

回
当
選
。
一
元
産
業
建
設
委

員
長
。
農
業
委
員
。
農
協

役
員
。
現
議
会
運
営
委
員

長
。
議
員
会
長
。
県
相
撲

連
盟
常
任
理
事
。

菊
地
満
男
①
大
正
十

二
年
②
穂
積
③
農
業
④
町

議
二
回
当
選
。
元
総
務
委

員
長
。
産
業
建
設
委
員
長

特
別
開
発
副
委
員
長
。
農

業
委
員
。
現
文
教
厚
生
委

員
長
。
農
協
理
事
。

城
戸
岡
政
雄
①
昭
和

二
年
②
長
浜
③
会
社
役
員

④
町
議
一
回
当
選
。
現
総

務
副
委
員
長
。
開
発
特
別

副
委
員
長
。

浦
田
一
定
①
大
正
一
一
一

年
②
長
浜
③
会
社
社
長
④

町
議
五
回
当
選
。
副
議
長

一
回
。
元
産
業
建
設
委
員

長
。
同
発
特
別
副
委
員
長

山
本
蔓
…
①
昭
和

l

五
任
②
櫛
生
③
農
業
④
町

議
一
回
当
選
。
現
重
要
港

湾
特
別
副
委
員
長
。

③
は
職
業

④
は
経
歴

ニ
宮
義
徳
①
大
正
十

五
年
②
沖
浦
③
農
業
④
町

議
三
回
当
選
。
議
長
一
回

副
議
長
一
回
。
元
建
設
委

員
長
。
議
会
運
営
委
員
長

現
町
消
防
団
副
団
長
。
土

地
改
良
区
専
務
。

大

成

淳

①

大

正

十

四
年
②
豊
茂
③
農
業
④
町

議
ゴ
一
回
当
選
。
副
議
長
一

回
。
一
冗
産
業
経
済
委
員
長

議
会
運
営
委
員
長
。
農
協

理
事
。
到
重
要
港
湾
特
別

委
員
長
。

池

田

登

①

大

正

十

一
年
②
長
浜
③
漁
業
④
町

議
四
回
当
選
。
議
長
一
回

元
建
設
委
員
長
。
前
総
務

委
員
長
。
重
要
港
湾
特
別

委
員
長
。
現
議
長
。
漁
協

組
合
長
。

頼
永
一
夫
①
昭
和
一
九

年
②
長
浜
③
司
法
書
士
(
④

町
議
一
回
当
選
。

一
宮
泰
中
山
①
大
正
ト

四
」
比
③
成
川
③
農
業
④
町

議
三
回
当
選
。
議
長
一
同

元
産
業
経
済
委
員
長
。
議

会
運
営
委
員
長
。
議
員
会

長
。
担
農
協
理
事
。

新

し

い

議

会

構

成

で

き

る

議
長
に
池
田
、
副
は
矢
野
氏

二
長
浜
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
が
十
月
八
日
町
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
二

今
議
会
は
、
九
月
二
十
七
日
の
選
挙
で
当
選
し
た
新
議
員
に
よ
る
初
議
会
二

一
と
あ
っ
て
、
ま
ず
、
正
副
議
長
、
常
任
委
員
の
決
定
な
ど
議
会
人
事
の
構
成
一

二
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
上
程
さ
れ
た
七
つ
の
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
一
一

二

ど

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

二

午
前
十
時
に
開
会
さ
れ
た
本
会
議
は

ま
ず
臨
時
の
議
長
に
よ
っ
て
議
事
が
進

め
ら
れ
、
さ
っ
そ
く
新
し
い
議
長
の
選

挙
が
投
票
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
結

果
、
池
田
登
氏
に
決
定
。

こ
の
あ
と
池
田
新
議
長
に
よ
っ
て
議

事
が
進
め
ら
れ
、
副
議
長
の
選
挙
が
同

じ
く
投
票
で
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
矢

野
一
男
氏
に
決
ま
る
と
と
も
に
、
常
任

委
員
な
ど
も
後
記
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。こ

の
あ
と
西
田
町
長
が
「
長
浜
町
の

長
期
基
本
目
標
で
あ
る
、
楽
し
く
住
ネ

よ
い
町
づ
く
り
、
豊
か
で
働
き
が
い
の

あ
る
町

f

つ
く
り
、
美
し
い
人
情
と
文
化

の
町
づ
く
り
目
ざ
し
て
共
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
議
案
審
議
に
ろ
つ
り
ま
し

た。
可
決
さ
れ
た
こ
と
の
お
も
な
内
容
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

一
、
二
級
傷
害
者

で
あ
れ
ば
無
料

65歳以上
の医療費

各議員の議席も決まり議案を審議する初議会

長
浜
町
老
人
医
療
費
給
付
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
卜
月
一
日
か
ら

は
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
方

の
医
療
費
は
、
国
民
年
金
法
に
い
う
一

級
と
二
級
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
で

あ
れ
ば
無
料
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
に
い
ラ
、
い
わ
ゆ
る
付
添
い
が

い
る
い
な
い
は
関
係
な
く
な
り
ま
し

た。

2

工

事

の

請

負

契

約

締

結

を

承

認

大
屋
地
区
道
路
新
設
工
事
は
、
一
千

五
卜
万
円
で
長
浜
の
長
浜
建
設
と
。
櫛

生
漁
港
局
部
改
良
工
事
は
、
一
千
百
二

十
一
万
円
で
櫛
生
の
清
水
建
設
と
請
れ

契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
だ

そ

の

ほ

か

つ
ぎ
の
と
お
り
の
議
案
が
審
議
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

物
戦
口
員
の
休
日
、
休
暇
並
び
に
釣
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堤

正

和

①

昭

和

卜

一
年
②
長
浜
⑦
会
社
役
員

④
町
議
二
回
当
選
。
一
五
文

教
厚
生
副
委
員
長
。
総
務

委
員
長
。
現
総
務
委
員

長。
大
本
春
明
①
大
正
十

年
②
豊
茂
③
農
業
④
町
議

二
回
当
選
。
元
又
教
厚
生

副
委
員
長
。
総
務
副
委
員

長
。
文
教
厚
生
委
員
長
。

農
業
委
員
。
現
産
業
建
設

委
員
長
。
農
協
理
事
。

宮
本
数
美
①
大
正
一
一

年
②
戒
川
②
農
業
④
町
議

三
回
当
選
。
元
産
業
経
済

委
員
長
。
産
業
建
設
委
員

長
。
文
教
厚
生
副
委
員
長

前
文
教
厚
生
委
員
長

Q

現

農
業
委
員
。

新

盛

己

①

大

正

八

年
②
柴
③
農
業
④
町
議
一

回
当
選
。

塚
木
弘
基
①
昭
和
八

年
②
出
海
③
農
業
兼
漁
業

④
町
議
一
回
当
選
。
現
農

協
理
事
。

村
本
武
則
①
明
治
四

十
二
年
②
出
海
③
海
運
業

④
町
議
五
回
当
選
。
議
長

一
回
。
前
国
道
昇
格
特
別

副
委
員
長
。
現
国
道
昇
格

特
別
委
員
長
。

西
宮
正
幸
①
大
正
十

二
年
②
長
浜
③
呉
服
商
④

町
議
一
回
当
選
。
現
文
教

厚
生
副
委
員
長
。
国
道
昇

格
特
別
副
委
員
長
。

山
下
清
雄
①
大
正
三

年
②
上
老
松
③
農
業
④
町

議
四
回
当
選
。
副
議
長
一

日
。
元
総
務
委
員
長
。
産

業
経
済
委
員
長
。
議
員
会

長
。
現
開
発
特
別
委
員
長

農
協
理
事
。

矢
野
一
男
①
大
正
十

一
年
②
黒
田
③
農
業
④
町

議
二
回
当
選
。
副
議
長
一

回
。
一
五
産
業
建
設
副
委
員

長
。
文
教
厚
生
委
員
長
。

開
発
特
別
副
委
員
長
。
現

副
議
長
。
農
協
理
事
。

平
井
豊
秋
①
大
正
八

年
③
白
滝
③
会
社
貫
④
町

議
一
日
当
選
。
現
産
業
建

設
副
委
員
長
。

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
祝
日
が
日
曜
日
と
重
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
翌
日
を
休
日
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
に
と
も
な
っ
て
、
関

係
条
例
の
一
部
条
文
が
改
正
さ
れ
た
も

の。
物
取
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員
は
定
数
二
人
で
、
こ
の
う

ち
一
人
は
町
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
決
め
る

も
の
。
前
委
員
の
自
然
退
職
(
議
員
の

任
期
満
了
に
よ
り
)
に
と
も
な
い
、
町

理
事
者
は
新
委
員
に
二
宮
義
徳
議
員
を

推
せ
ん
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
怠

議
長

l
池
田
登
。

副
議
長
H
矢
野
一
男

常
任
委
員
会
総
務
H

堤
正
和
(
委
員
長
)
、

城
戸
岡
政
雄
(
副
委
員

長
)
、
二
宮
義
徳
、
宮

本
数
美
、
矢
野
一
男
、

新
盛
己
。

常
任
委
員
会
文
教
厚

生
日
菊
地
満
男
(
委
員

長
)
、
西
宮
正
幸
(
副

委
員
長
)
、
桜
田
和
犬

大
成
淳
、
池
田
益
、
頼
永
一
夫
、
塚
木

弘
基
。常

任
委
員
会
産
業
建
設
U
大
本
春
明

(
委
員
長
)
、
平
井
豊
秋
(
副
委
員
農

協
理
事
)
、
浦
田
定
、
村
本
武
則
、
山

下
清
雄
、
一
宮
泰
中
山
、
山
本
薫
。

住
宅
入
居
者
選
考
委
員
日
村
本
武

則
、
浦
田
定
、
山
下
清
雄
、
二
宮
義
徳

大
成
淳
、
宮
本
数
美
、
山
本
薫
。

監
査
委
員
H

二
宮
義
徳

Q

大
洲
喜
多
衛
生
組
合
議
員
リ
池
田

登
、
桜
田
和
夫
。

都
市
計
画
審
議
委
員
H
堤
正
和
、
二

さ
れ
新
委
員
に
決
定
し
ま
し
た
。

ww
長
浜
町
農
業
共
済
事
業
運
営
協

議
会
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

当
委
員
も
議
会
か
ら
選
任
さ
れ
る
委

員
を
選
出
す
る
も
の
で
、
前
委
員
の
自

然
退
職
(
議
員
任
期
満
了
に
よ
り
)
に

と
も
な
い
町
理
事
者
は
新
委
員
に
宮
本

数
美
、
大
成
淳
、
山
本
薫
の
各
議
員
を

推
せ
ん
し
た
結
果
賛
成
多
数
で
同
意
さ

れ
新
委
員
に
決
定
し
ま
し
た
。

γ
愛
媛
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組

合
資
産
管
理
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

当
組
合
事
務
は
市
町
村
職
員
共
済
組

合
が
受
持
つ
こ
と
に
な
る
た
め
、
四
イ

九
年
三
月
末
で
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

宮
義
徳
、
城
戸
岡
政
雄
、
西
宮
正
幸

農
業
共
済
運
営
委
員
ド
L

〈
成
淳
、
官

公

河

川

C

A

r

一
山
と
漫
本
数
美
、
山
本
薫

Q

一
一
ド
ポ
一
れ
い
…
一
ー
し
の
噸
地
域
開
発
特
別
委

1
1
1
1池
山
説
明
員
及
び
長
浜
大
洲
地

U
J
¥欝
(
矢
区
工
業
開
発
委
員

1

閥

補

鐘

長

る

山

下

清

雄

(

委

員

議
議
畿
二
認
す

A
:回
を

E
Z
)

、
城
戸
同
政
雄

総
守
翻
池
つ
(
副
委
員
長
)
、
村

職
議
麟
織
は
川
市
』
本
武
則
、
菊
地
満
男

村

議

宏

一

宮

古

、

二

喜

一
川
九
時
榔
鰯
欝
を
の
徳
、
桜
同
和
夫
、
堤

、
二
一
=
手
可
欄
事
任
正
和
、
池
田
登
、
欠

三
、
一
議
新

野
一
男
。

松
山

l
大
分
瀬
戸
内
線
国
道
昇
格
特

別
委
員

u
村
本
武
則
(
一
髪
員
長
)
、
西

宮
正
幸
(
副
一
桑
員
長
)
、
二
宮
義
徳
、

桜
田
和
夫
、
堤
正
和
、
矢
野
一
男
、
宮

本
数
美
。

長
浜
重
要
港
湾
特
別
委
員
会
リ
大
成

浮
(
一
委
員
長
)
、
山
本
薫
(
副
委
員

長
)
、
村
本
武
則
、
二
宮
義
徳
、
矢
野

一
男
、
堤
正
和
、
西
宮
正
卒
、
山
下
清

雄
、
城
戸
同
政
雄
、
頼
永
一
夫
。

議
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
大
洲

市
喜
多
郡
長
浜
町
ほ
か
四
カ
町
村
組
合

議
員
に
つ
い
て
は
省
略
。



3月
ふ
寵

/ 出 ¥ (上担 る お金)詰支

予算額
{千円)

執行額
(千円)

部会開

国民健康保険一一一一 一国民健康保険宜営診寵所一寸

22.744干ドJ i 

髄
予 算額 予算額179，435千円

1定収入済額 85，041千円 収入済額 505r円

支出済額 14ヲ297千円支出済額 70，406千円

ミ生三
周 島競路 農業共済事業

予算額 15，718千円

biii 3，319千円

11，138千円

怠 一 1，309千円 3ラ577千円

支出済額 10，881千円

属
国
圏
一
執
行
額

門
け
い
〕
予

古河

1. 535. 002 

品 予'f，額 7，684千円

収入済額 132干円

支出問J U



率玄忍玄至宝三家翠田国盟圏直玄護慈率三翠彊-

年完日苦手口
奪三平均Ff恥一一一一一一組醗ー淫霧車塾

財 i改状況の i:~

長浜町の財政事|古グ 'YI二!茂がよび公表に I)~J ずる条例により
昭和48年度 9月末現在の財政の公表をします。

昭和 48年 10月 長浜町長西田

-麗霊平三こささ盗

司

離

1，535， lIu2 

，1 1 

~五三豆誼

入議3

日量

(
九
月
末
支
で
に
入
っ
た
字
削
)

;:Il 

(
八
る
す
定
の
人
予
仏
側

1 I Ilj 

696.-U 

水道事繋工訂正 先月号で公表しました47年度町財政のう

ち町税収入状t兄は調定額によるものでしたため，

下記のとお 1)決算額に上るものを公表します 〈千円〉

707 

合計

工業用水道事業費用

r H Fl τ7算

12，697 

2，472 

350 

7，Q90 

}(こ
斗仏

その他の収益

費

費

計

収

7J乙

係

7J<-

総

メ入
口

原

町民税

41，500，893円

40.68% 

l出帯当り

11，049ドJ

l人当り

3，013円
固定資産税

31，622，2441リ
31.00% 

1 ik.:i'当rI 8.419fT 
1人当り 2，296同



重量

i目
国
及
伊

ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
出
席
率

こ
と
し
の
敬
老
会
は
、

各
地
区
と
も
例
年
に
比
べ

て
早
く
お
こ
な
わ
れ
、

J
l

二
地
区
の
う
ち
九
地
区
が

九
月
に
実
施
、
残
っ
た
青

島
は
十
月
一
日
、
白
滝
は

十
月
十
五
日
、
豊
茂
は
十

一
月
二
日
と
な
っ
て
い

る。
と
こ
ろ
で
、
九
月
中
に

実
値
し
た
地
区
の
こ
と
し

の
敬
老
会
の
出
席
状
況
を

見
て
み
る
と
下
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。
ま
た
、
敬
老
会
の
企
画
を
見
て
み
る

と
、
折
詰
め
の
ご
ち
そ
う
を
ふ
る
ま
っ

て
、
地
域
の
婦
人
会
員
、
青
年
団
員
、
学

校
生
徒
、
保
育
所
児
童
ら
が
歌
や
踊
り

を
し
て
見
せ
る
と
い
う
企
画
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
中
に
は
児
童
生
徒
が
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
題
材
に
し
た

作
文
を
つ
く
っ
て
発
去
を
す
る
な
ど
お

年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め

の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

過
去
を
み
て

9 
月

現
在
を
考
え

未
来
を
豊
か
拡
も
の
に

各地区敬老会出席状況
(9月中実施分だけ)

苅豪者
!地区|実施日 1 (70才|出席者|出席率

以上) 1 

! 長浜?月15日1249人1154人! 625ぢi

|黒8:J: 11 30人125人[ 83箔
|今 坊|ノノ 1 62人145人173% 
|櫛生@須沢1 11 1 139人183人160第
l相生 11 1 1 i 2ん 83人174% 1 jillN !目立人|82J沖浦19月16日i 78AI 60人 77%1
出海1 11 1 101 A! 70人|ω961

柴 lρ176人i 52人1685:61 

長
寿
必
ー
は
錦
議

「敬老会は年に一度の楽しい寄り合~) Jというお年寄りも

青
島
の
タ
キ
さ
ん

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
九
月
J
五
日
現
在

の
町
内
高
齢
者
番
付
表
を
つ
く
っ
て
み

た。
そ
れ
に
よ
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て
最

高
齢
者
は
青
島
の
高
岡
タ
キ
さ
ん
で
九

十
八
歳
。
男
子
は
櫛
生
の
田
中
伊
勢
松

さ
ん
で
九
十
二
歳
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
川

の
平
均
年
齢
は
男
子
が
八
十
九
。
四
歳

で
あ
る
の
に
比
べ
、
女
子
は
九
十
三
歳

で
三
・
六
歳
上
回
っ
て
い
る
o

厚
生
省

が
最
近
発
表
し
た
園
内
平
均
寿
命
で
は

男
子
が
七
寸
・
四
歳
、
女
子
が
七
十
五

。
九
二
歳
で
女
子
が
五
・
五
二
歳
上
回

っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
こ
の
人
た
ち
は
は
る
か
に
長

生
き
さ
れ
て
い
る

4
辛
せ
(
?
)
者
へ

ま
た
、
男
女
差
が
圏
内
平
均
ほ
ど
ひ
ら

い
て
い
な
い
こ
と
も
幸
せ
と
い
う
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

し
か
し
、
一
面
長
生
き
し
て
い
る
こ

と
が
即
幸
せ
だ
と
は
一
百
え
な
い
現
実
が

あ
る
こ
と
も
見
落
せ
な
い
。
そ
れ
は
こ

う

7
い
っ
た
お
年
寄
り
が
日
々
楽
し
く
生

活
で
き
て
、

ρ
長
生
き
し
て
て
ほ
ん
と

に
よ
か
っ
た
が
と
言
え
る
か
ど
ろ
か
が

問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

l 町内高齢者ベスト1日(山町5日現在)

繁樹さんが入賞
二健康優良老人審査=

自部
と

全
J

は
の
ん

歯
も
さ

い
の
樹

自
分
繁

「
l
l

柴
(
名
の
城
)
の
渡
辺
繁
樹
さ
ん

(
七
四
)
が
、
今
年
度
の
愛
媛
県
健
康
優

良
老
人
密
売
で
優
良
老
人
に
選
ば
れ
、

さ
る
八
月
三
十
日
八
幡
浜
市
商
工
会
議

所
で
お
こ
な
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
を
受
け
た
。

晩
酌
楽
し
み
に
野
良
仕
事

渡
辺
さ
ん
は
七
十
四
歳
の
今
も
山
仕

事
や
畑
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、
日
耳
は

も
ち
ろ
ん
、
歯
も
全
部
生
ま
れ
て
か
ら

男性長寿AG.1伊勢松さん 女性長寿AG.1タキさん | 

仁竺 _1' þ: ユ_~I
順位|氏 民(年同色空 I 氏 名!年齢!住空 1

1 1田中伊勢j込192 1櫛生li高岡タキI98 1青島 |
2 1友浬利兵衛190 1長浜11梅木ナ~i 94 I白 骨
3 1二宮利弥川口|戒川富永トクヨ 193 i下須戒|
4 小林藤吉川口|下須戒11武知リツ193 1戒)111 
5 1松田玉五郎190 柴 11と同フキノ 193 !白滝|
6 1澗井妙生!9口|櫛生l兵頭ヤスノ!92 i梢i 生|
7 丸又坂男I90 1豊茂|玉木マツヨ 192 1長 浜1

1l時制野|ιl間;山円
1日i岡!i軍志馬太郎I87 白滝|河村モモエ191 1出 海

の
白
い
歯
で
健
康
そ
の
も
の
。
な
ん
で

も
よ
く
食
べ
好
き
き
ら
い
な
し
。
仕
事

を
し
て
帰
っ
て
晩
酌
(
一
合
)
を
や
る

の
が
楽
し
長
だ
と
い
ラ
こ
と
。
ま
た
、

「
つ
り
が
好
き
で
暇
を
み
つ
け
て
行
き

た
い
け
ど
仕
事
に
追
わ
れ
て
:
:
:
」
と

話
し
て
い
る
よ
う
す
は
七
十
代
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
。

同
審
査
は
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

も
の
で
今
回
は
十
五
回
目
。
県
下
各
市

町
村
か
ら
選
ば
れ
た
男
女
一
人
ず
つ
の

代
表
の
中
か
ら
今
回
入
賞
し
た
の
は
、

県
知
事
表
彰
一
一
入
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
五
人
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
表
彰
二
十
三
人
。

山
際
踏
切
で
死
亡
事
故

違
反
者
検
挙
も
り
人

引
日

i
初
日
、
子
ど
も
と

老
人
の
事
故
防
止
を
重
点
と

し
た
秋
の
交
通
安
全
運
動
が

全
国
い
っ
せ
い
に
お
こ
な
わ

れ
た
が
、
長
浜
町
で
は
こ
の

期
間
中
①
婦
人
交
通
指
導
員

お
よ
び
役
場
係
長
以
上
の
職

員
に
よ
る
街
頭
指
導
②
安
全

協
会
員
に
よ
り
横
断
歩
道
や

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
シ
、
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
な
ど
標
一
不
の
整
備

お
よ
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
|
取
付

け
(
同
基
)
な
ど
施
設
の
整

備
③
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
全
町
内
の
カ

1
ブ
ミ
ラ

l
清
掃

④
有
線
放
送
に
よ
る
交
通
安
全
呼
び
か

け
⑤
警
察
官
の
街
頭
取
締
り
⑥
各
学
校

お
よ
び
保
育
所
で
の
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
こ
の
運
動
の
意
識
づ
け
と
安

全
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
期
間
前
の
十

八
日
に
は
長
浜
小
学
生
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鼓
隊
と
先
生
合
わ
せ
て
約
百
十
人
@
安

全
協
会
員
約
十
五
人
。
役
場
職
員
二
十

人
。
警
察
官
五
人
ら
に
よ
り
旧
長
浜
町

内
の
パ

ν
1
ト
も
お
こ
な
っ
て
い
る

Q



パ
レ
ー
ド
に
は
約

百
五
十
人
が
参
加

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
み
ん
な
の

努
力
や
願
い
も
む
な
し
く
、
運
動
期

間
中
の
二
十
三
日
、
長
浜
の
山
際
の

国
鉄
踏
切
(
事
故
多
発
地
)
で
、
山

際
の
主
婦
。
坂
本
照
子
さ
ん
(
一
二

九
)
が
上
り
急
行
列
車
に
ハ
、
不
ら
れ

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

踏
切
事
故
と
い
え
ば
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
歩
行
者
な
と
の
不
注
意
で
あ

り
、
ド
日
め
る
相
手
も
な
い
υ

く
れ
く

れ
も
踏
切
通
行
に
は
注
意
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
期
間
中
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
き
れ
た
こ
と
に
交
通
違

反
を
し
町
内
の
警
察
に
検
挙
さ
れ
た

運
転
手
が
十
七
人
も
あ
っ
た

Q

あ
の

悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
す
ま
い
、
起

こ
さ
せ
ま
い
と
い
う
顧
い
の
も
と
に
、

み
ん
な
が
特
別
な
努
力
を
払

っ
て
い
る
最
中
に
交
通
ル
ー

ル
を
無
視
し
た
行
為
を
と
る

と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人

た
ち
な
む
か
情
な
い
結
果
で

あ
る
。し

か
し
、
去
十
い
に
し
て
、

「
ど
も
と
老
人
の
事
故
が
一

件
も
起
き
な
か
っ
た
こ
と
は

う
れ
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

銅
メ
ダ
ル
を
手
に
喜
び
の
俊
一
さ
ん
と
お
父
さ
ん

技能五輪で鍋メダノレグ

片山越ーさ長浜出身

判
ブ
町
な
ば

川
ラ
全
こ
喜

肱
ク
も
お
ら

が
同
に
を
か

員
。
中
じ
ん

ブ
ラ
問
う
さ

ラ
な
期
そ
な

ク
こ
動
の
み

ズ
お
運
一
の

ン
じ
全
ラ
一

オ
ラ
安
ミ
ハ

イ
そ
通
ブ
イ

ラ
の
交
一
ラ
る

場
の
カ
ド
い

日
広
秋
の
'
て

れ
川
は
内
い
れ

世
界
の
青
年
技
能
者
の

祭
典
「
技
能
五
輪
国
際
大

会
」
が
、
去
る
八
月
五
日

か
ら
十
五
日
ま
で
西
ド
イ

ツ
の
ミ
ユ
ヘ
ン
市
で
聞
か

れ
た
が
、
こ
の
大
会
に
ラ

ジ
オ
@
テ
レ
ビ
修
理
戦
種

の
部
の
日
本
代
ー
一
ぷ
と
し
て

長
浜
出
身
の
片
山
俊
一
さ

ん
(
一
艮
浜
三
十
五
区
の
片

山
末
松
さ
ん
の
長
男
@
日

立
山
梨
家
屯
勤
務
・
二
十

歳
)
が
出
場
、
堂
々
と
第

三
位
に
入
賞
し
銅
メ
タ
ル

を
獲
得
す
る
と
い
う
輝
し

こ
よ
み

11日…喜多灘小学校起工式おこな J0 

写真は工事が始まった建設現場

[b 
認

品

こ
凶
慨
は
別
記
レ
ポ
ト
以
外
の
も
の
を
日
に

ち
順
に
簡
単
に
報
告
し
た
も
の
。
保
健
衛
生
事
業

は
古
く
。

5
日
-
①
出
石
寺
で
二
市
一
同
(
八

幡
浜
市
。
大
洲
市
q

長
一
供
向
)
の
戦
没

者
合
同
慰
索
祭
お
こ
な
う
。
約
一
千
人

参
列
(
長
浜
町
か
ら
は
百
七
十
人
)
②

出
海
婦
人
学
級
開
く
。
学
級
生
三
十
人

の
う
ち
二

l
六
人
出
席
。
健
康
管
煙
に

い
っ
て
学
習
。

5
日
長
浜
公
民
館
の
部
落
館
長
会

聞
き
、
長
季
大
学
の
反
省
、
家
庭
の
日

の
推
進
、
敬
老
会
、
町
民
運
動
会
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

6
日
①
民
生
委
員
会
九
月
定
例
会

開
去
、
寝
た
ま
り
老
人
家
庭
や
老
人
ホ

i
ム
白
山
園
を
訪
問
す
る
こ
と
を
決
め

る
と
と
も
に
、
敬
老
の
家
に
つ
い
て
な

ど
協
議
②
婦
人
会
長
会
聞
き
、
家
庭
の

日
の
推
進
に
つ
い
て
、
敬
老
の
家
に
つ

い
て
、
婦
人
会
の
機
構
に
つ
い
て
な
ど

協
議
。7

日
①
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
開
き

老
人
ホ

l
ム
白
山
閑
を
訪
問
す
る
こ
と

を
決
め
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
県

い
成
偵
を
納
め
た
。

片
山
さ
ん
は
去
る
五
月
十
九
、
二
!

日
、
千
葉
県
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
十
一

回
全
国
大
会
で
優
勝
し
本
大
会
に
出
湯

し
た
も
の
で
、
日
本
な
ど
十
五
か
国
の

各
国
代
表
と
と
も
に
鋭
い
合
っ
た
。

私
た
ち
の
向
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
栄

誉
な
人
が
出
た
こ
と
を
共
に
喜
ひ
、
片

山
さ
ん
に
視
福
の
伯
手
を
贈
り
た
い
。

[
片
山
選
手
の
話
〕

国
際
大
会
の
競
技
は
、
一
♂
一
日
間
で
十

の
課
題
、
計
十
五
時
間
で
、
ラ
ジ
オ
園

テ
レ
ビ
の
測
定
か
ら
組
立
て
、
修
理
と

幅
広
く
提
出
さ
れ
た
。

課
題
の
程
度
は
一
般
に
高
か
っ
た
が

大
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け
に
つ
い
て
な

ど
協
議
②
長
浜
家
庭
教
育
学
級
聞
く
o

学
級
生
八
十
人
全
員
出
席
c

青
少
年
の

非
行
化
防
止
に
つ
い
て
学
問
③
青
年
大

学
聞
く
。
青
勾
大
学
生
五
十
五
人
の
う

ち
二
十
五
人
出
席
。
青
年
と
政
治
「
向

由
と
平
等
」
に
つ
い
て
学
習
④
一
豊
茂
婦

人
学
級
開
く
o

学
級
生
三
卜
人
全
員
出

席
。
食
品
公
害
に
つ
い
て
、
電
気
の
修

理
の
し
か
た
な
と
学
習
。

旬
日
e
-

臼
E
1

品
と
柴
地
区
合
同
の
老

人
学
紋
開
く
o

老
人
病
に
つ
い
て
学

封
口
。

刊
日
・
①
長
浜
町
社
会
教
育
委
員
会

と
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
の
合
同
会

聞
き
、
同
和
教
育
研
究
協
議
会
結
成
に

つ
い
て
、
町
の
花
木
指
定
に
つ
い
て
、
部

落
館
長
研
修
会
に
つ
い
て
、
家
庭
の
日

の
推
進
に
つ
い
て
な
ど
協
議
②
長
浜
幼

児
教
育
学
級
開
く
。
学
級
生
五
」
l

人
の

ラ
ち
約
三
十
人
出
席
。
幼
児
の
ほ
め
方

と
し
か
り
方
に
つ
い
て
学
問
③
白
滝
生

活
学
校
開
く
。
学
校
生
五
十
人
の
う
ち

約
二
一
十
人
出
席
。
婦
人
病
と
健
康
管
理

に
つ
い
て
の
学
習
と
、
「
秋
の
献
立
」

と
題
し
た
料
理
講
宵
お
こ
な
う
④
戒
川

婦
人
学
級
聞
く
。
学
級
生
三
十
人
全
員

出
席
。
お
や
つ
の
作
り
方
実
習
と
、
運

動
会
で
の
踊
り
の
練
習
な
ど
お
こ
な

一
と
お
り

全
部
や
つ

よた。し
か
し
一

部
の
課
題

で
処
理
を

ぷ
解
し
、

少
去
で
金

メ
ダ
ル
が

取
れ
ず
反

心
百
し
て
い

る。

旋盤工，大工，左d白， ;blといった技能!

機械組守二I二溶接工，

者が 3 その腕を鋭う国際大会。

技能五輪とは

11 

刊
は
白
長
浜
中
学
校
P
T
A
一
行

北
宇
和
郡
の
津
島
中
学
校
の
給
食
抱
設

を
視
察
。

村山日
d

P

T

A
連
合
会
評
議
員
会

同
き
、
夏
休
み
中
の
児
童
生
徒
の
生
活

指
導
の
反
省
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

給
食
先
進
校
の
侃
察
に
つ
い
て
、
長
浜

町
P
T
A
連
合
会
研
究
会
開
催
の
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

川
昨
日
出
海
幼
児
学
級
開
〈
C

学

級
生
一
一

i
万
人
の
う
ち
二
十
人
出
山
。

子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て
学
現
。

げ
日
:
戒
川
の
石
堂
裕
一
さ
ん
万
火

災
。
約
六
十
平
方
以
焼
く
c

旬
日
中
小
企
業
融
資
審
査
会
聞

を
、
申
詰
の
あ
っ
た
一
件
を
審
査
す
る

と
と
も
に
融
資
を
決
定
。

mw
日
①
長
浜
婦
人
学
級
開
く
。
学

級
生
三
十
人
全
員
出
席
。
瓦
パ
テ
回
復

の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
講
習
お
こ
な
う
②
民

生
委
員
一
行
二
十
七
人
が
老
人
ホ

l
ム

を
訪
問
③
同
和
対
策
協
議
会
長
浜
支
部

役
員
会
閉
ま
、
同
和
教
育
研
究
会
の
開

催
に
つ
い
て
、
住
宅
改
修
資
金
に
つ
い

て
な
ど
協
議
④
長
浜
公
民
館
部
落
館
長

会
関
与
守
、
町
民
運
動
会
に
つ
い
て
協
議

泊
目
・
長
浜
町
議
会
議
員
選
挙
告
示

2
日
・
豊
茂
婦
人
学
級
聞
く
。
学

級
生
三
十
人
全
員
出
席
。
戦
没
者
の
翠

参
を
す
る
と
と
も
に
老
人
の
生
き
が
い

に
つ
い
て
九
千
刷
円
。

回
目
。
共
同
募
金
委
員
会
聞
き
、
十

日
べ
か
ら
の
共
同
募
金
運
動
の
す
す
め
方

な
ど
協
議
。

お
日
比
よ
家
庭
教
育
学
級
開
く
。
学

級
生
一
二
人
の
う
ち
二
十
五
人
出
席
)

親
子
の
読
書
に
つ
い
て
学
習
。

ジ
日
・
長
浜
町
議
会
議
員
選
挙
川
氏
開

E
F
日。m臼

:
老
人
ホ

l
ム
L

日
山
園
の
人
闘

者
二
」
十
六
人
招
ぎ
「
一

E養
護
」
お
こ

な
う
。そ

の
他
・
①
九
月
の
心
配
ご
と
相
談

所
利
用
者
九
人
③
九
月
の
野
犬
。
不
要

犬
買
上
げ
四
十
頭
。



た
。
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
、
ほ
ん
と
う
に
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
海
1

の
青
さ
を
保
ち
続
け
て

f

O

下
須
戒

く

だ

さ

い

、

お

ね

が

い

…

の

森

岡

し
ま
す
o

V

種
雄
さ

そ

れ

か

ら

道

路

さ

え

一

ん

(

五

舗

装

す

れ

ば

、

と

て

も

川

二

一

)

よ
い
観
光
地
に
な
る
と
J

現
金
三

思

い

ま

す

。

…

万

円

を

大

阪

へ

帰

れ

ば

友

人

~

大

和

公

に

長

浜

の

良

さ

海

の

青

山

'

民

館

へ

さ
を
話
し
ま
す
。
ど
う
か
長
浜
を
だ
い
川

O
仁
久
の

じ
に
し
て
く
だ
さ
い

Q

引
佐
伯
冨
士
夫
さ
ん
(
四
一
一
)
友
石
甫

お
答
え
・
:
夏
休
み
を
利
用
し
て
お
そ
…
さ
ん
(
四
一
)
、
今
治
市
在
住
(
仁

声
・
ぼ
く
は
一
度
五
年
前
に
長
浜
に
ら
く
町
内
の
親
せ
き
へ
遊
び
に
こ
ら
れ
川
久
出
身
)
の
島
田
寅
男
さ
ん
(
四

来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
子
ど
も
さ
ん
の
そ
の
ま
ま
の
感
想
だ
川
九
)
・
「
長
浜
分
団
第
二
部
ポ
シ
プ

八

月

十

六

日

、

長

浜

の

駅

に

着

く

と

と

思

わ

れ

ま

す

。

山

蔵

置

所

敷

地

に

・

:

」

と

、

土

地

十

七

五
年
前
の
長
浜
と
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
こ
の
子
ど
も
さ
ん
の
夢
を
こ
わ
さ
な
~
・
五
六
平
方
針
を
町
へ

い
ま
し
た
。
五
年
前
の
長
浜
は
も
っ
と
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
み
ん
な
が
気
を
円

O
長
浜
十
八
区
の
玉
井
孫
市
さ
ん
(
六

静
か
で
、
と
て
も
美
し
い
町
で
し
た
。
つ
け
合
っ
て
美
し
い
海
、
美
し
い
長
浜
…
四
)
:
現
金
二
万
円
を
長
浜
町
社
会

し
か
し
、
一
つ
だ
け
変
わ
っ
て
い
な
町
を
保
っ
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
町
一
福
祉
協
議
会
へ

い

も

の

が

あ

り

ま

し

た

。

海

の

色

で

し

か

。

山

O
櫛
生
の
菊
地
吉
太
郎
さ
ん
)
:
-
現
金

、:
:
J
三

J
三

J
三

j
l
:
f
z
f圃

;
1
j
l
j
l
J
3
J
1
J
l
:
t
a
f司

λ

十
万
円
を
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

久

保

選

管

委

員

が

辞

任

教

育

委

員

長

に

へ

一

後

任

に

本

田

重

太

郎

氏

菊

地

敏

行

氏

一

河

井

教

育

委

員

長

の

任

期

満

了

に

と

ず

子

も

な

う

後

任

の

長

浜

町

教

育

委

員

会

委

専

員

長

に

、

菊

地

敏

行

氏

(

五

七

@

長
浜
)
が
決
ま
り
ま
し
た
。

河
井
前
委
員
長
は
十
月
一
日
で
任
期

満
了
。
長
浜
町
教
育
委
員
会
は
十
月
二

日
に
委
員
会
を
開
き
後
任
を
決
め
た
も

の
。
な
お
、
委
員
長
職
務
代
理
者
は
、

上
回
明
子
委
員
。

島
認
た
と
開
散
の
広
場

9月15日開歯した声

の箱に 1通の投書がは

いっていましたので本

欄で取り上げました。

あなたも共に考えて

みてくださいね。

「
こ
の
青
さ
い
つ
ま
で
も
;
」

観
光
客

寄
付

社
協
で
は
、
こ
の
心
暖
ま
る
善
意
に

感
謝
。
か
ら
だ
の
不
自
由
な
お
年
寄

b
ゃ
、
ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
な

ど
、
日
ご
ろ
恵
ま
れ
な
い
生
活
を
お

く
つ
て
い
る
方
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

。
J士 h氏
r、ロ メ臼

9月畏浜町役場

届出分(敬称略)

。。
~ー_，_，

豊出櫛松住
原

茂海生市所

氏
名
・
婚
姻
居
時
年
齢

高
田
純
二
(
二
九
)

流
込
喜
代
子
(
二
五
)

河

野

保

全

二

)

森
内
き
ち
子
(
二
五
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
か

?
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

上

田

章

夫

二

女

美

佐

久

保

一

男

二

男

自

国

之

上

甲

博

満

長

女

真

由

美

鎗

山

幸

男

長

男

芳

貴

矢

間

勝

長

女

智

恵

O
「

こ

の

お

金

、

恵

ま

れ

な

い

人

の

た

津

田

一

三

男

一

広

め

に

使

っ

て

く

だ

さ

い

」

と

書

い

た

下

坂

静

夫

二

女

深

幸

便

せ

ん

紙

と

と

も

に

現

金

三

千

円

が

上

田

兼

正

二

女

浩

子

は

い

っ

た

差

出

し

人

無

記

名

の

郵

便

菊

地

正

利

二

男

信

次

副

筒

が

、

十

月

九

日

、

長

浜

町

社

会

佐

々

木

文

也

長

女

直

子

福

祉

協

議

会

あ

て

届

き

ま

し

た

。

城

戸

幸

太

郎

長

男

一

c

で

ら

て

い

と

農

に

通

'

の

問

う

で

避

簡

を

や

が

け

c
作

こ

ろ

い

始

た

サ

の

手

羽

円

か

と

こ

だ

る

と

た

変

て

る

ば

と

り

み

ち

人

い

の

は

人

で

業

間

避

る

豊

ど

い

し

も

は

や

る

買

な

こ

こ

喜

き

い

こ

い

な

ら

団

れ

こ

か

進

い

に

と

る

象

'

の

産

人

ら

あ

が

は

ろ

か

て

因

品

め

は

こ

こ

い

を

べ

て

い

て

う

伎

が

あ

ま

ま

が

と

象

ぬ

あ

現

か

と

A
ろ

か

で

ん

因

い

ず

み

原

製

決

品

て

A
な

り

す

し

良

つ

よ

か

府

で

う

が

問

だ

現

ら

が

な

の

こ

こ

る

ず

か

原

は

む

て

な

の

が

産

変

し

実

記

と

は

思

ラ

に

政

作

い

象

学

ん

な

な

因

ラ

も

る

か

と

あ

は

み

ぬ

に

こ

べ

さ

業

手

の

う

だ

を

も

銘

、

つ

と

に

い

間

と

豊

と

現

。

進

然

ば

原

よ

な

け

う

る

で

い

や

ら

れ

と

ら

大

産

り

業

い

と

え

秋

を

ろ

こ

も

と

の

だ

が

む

い

る

が

自

れ

に

の

的

避

ろ

ま

の

な

米

な

そ

ど

な

番

次

売

産

と

こ

考

る

と

終

ろ

と

之

。

作

ん

し

な

あ

化

不

け

こ

こ

然

て

あ

づ

る

は

ず

ば

ム

な

を

一

三

は

次

る

う

る

来

こ

い

人

貧

U

豊

か

苦

ち

で

文

な

な

ど

A
必

つ

で

つ

い

理

ら

れ

る

屈

の

次

格

一

め

い

え

も

ね

秋

と

れ

作

に

が

み

に

落

の
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長
浜
町
選
挙
管
理
委
員
で
あ

っ
た
久
保
熊
男
氏
は
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
九
月
三
十
日
付
で

同
委
員
を
辞
任
さ
れ
た
た
め
補

充
員
で
あ
っ
た
本
田
重
太
郎
氏

(
七
二
・
出
海
)
が
後
任
委
員

に
繰
り
上
が
り
ま
し
た
。

に二人

官報ながはま国踊瞳誼溢盤盤面醒盟理B

「
恵
ま
れ
な
い
人
に
」
と

無
名
で
三
干
円

豊豊穂穂櫛今今長長長長住

茂茂積積生坊坊浜浜浜浜所

白
柴柴柴

滝

住

所

長

浜

長

浜

長

浜

美

浜

長

浜

沖

浦
櫛

生

出

海

出

海

下
須
戒

豊

茂

亀中谷児
岡嶋本玉

一富俊
男勇男二

容光朝尚
子 秀治子

長 二長二
女 男男女

お
く
や
み

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏
名
a

死
亡
時
年
齢

浦

上

梅

子

(

六

五

)

玉
井
千
代
子
(
六
二
)

大

塚

リ

ヨ

(

八

九

)

岡
田
ア
イ
ヨ
(
八
一
)

船
津
ハ
ツ
子
(
五

O
)

坂
本
ト
ヨ
子
(
五
三
)

菊

地

正

行

(

八

四

)

水
田
オ
ス
ヱ
(
七

O
)

石

山

茂

(

七

四

)

森
岡
ス
ガ
ヨ
(
八
三
)

井
上
喜
太
郎
(
六
九
)

人口世帯数

楽しく住みよい町・豊かで働ぎがいのある町

ー美しい人情と文化の町ーをつくり，人口をふやしましょう

I7山可T
i 4， 091人 4日人増

人 口 |(ZKZ校)! (う怨)I 

3，962世帯 6世帯増l 世帯数

草稿


